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整理番号 ６８-０４-０２ 

 

現況分析における顕著な変化についての説明書（教育／研究） 

 

 法人名   岡 山 大 学           学部・研究科等名   経 済 学 部                 

 

１．分析項目名又は質の向上度の事例名 

分析項目：Ⅰ 教育の実施体制 

 

２．上記１における顕著な変化の状況及びその理由 

○顕著な変化のあった観点名：基本的組織の編成 

 

 平成 20 年度に，経営・会計コースを組織経営コースと会計プロフェッション・コースに再編した。

これは，一方で公認会計士･税理士や日商簿記１級を目指す学生が増加し，こうした学生のために会計

教育の充実を図る必要があったこと，他方で，学部の経営学教育を大学院社会文化科学研究科前期博士

課程の組織経営専攻（MBA コース）に連携した教育として整備する必要があったことから実施した。 

 会計プロフェッション・コースではカリキュラムの再編を行い，管理会計ポストとは別に存在した原

価計算論を管理会計に統合し，新たに税務会計論ポストを設置し，また経営財務論ポストを監査論に変

更することを決定した。教育スタッフについても実務経験を重視し，税務会計論については国税庁から

適任者を派遣してもらい，財務会計論には金融庁から採用した。(資料１) 

資料１：コース再編の概要 

 

 

 

 

 

  （出典：経済学部資料及び学生便覧資料） 

○顕著な変化のあった観点名：教育内容，教育方法の改善に向けて取り組む体制 

 

 平成 20 年度に，10 年後の教育体制の完成を目指して教育内容･カリキュラム編成を根本的に再検討す

る教育システム WG を立ち上げ，各コースのカリキュラムの見直しと，見直しに従った採用人事を開始

した。会計プロフェッション・コースにおける原価管理論の税務会計論への変更，経営財務論の監査論

への変更はその成果の一つである。(資料２) 

 このような改革を行う理由は，従来の教員ポストには教育科目の観点から重複ポストが少なからず存

在し，従来通りの後任人事を進めていたのでは時代が必要とする教育科目を学生に提供できないことか

ら，重複ポストの整理と，相対的に重要度の低い教育科目を時代の要求する新たな教育科目に切り替え

る必要があると考えたことにある。平成 22 年度からは全学方針に従ってファカルティー･コーディネー

タとコース代表からなるFD委員会が教育内容･カリキュラム及び教育方法の改善に取り組む体制になる。 

資料２：教育システム WG の平成 21 年度の取り組み 
                                          

 

 

 

 

（出典：経済学部資料） 
 

 

会計プロフェッション・コースの教育組織 組織経営コースの教育組織 



- 3 - 
 

各ゼミの募集人数は 5〜7 名と制限されている。なお、平成 21 年度の教員 4 名中 1 名

は同年 7 月採用、他の 1 名は平成 22 年 4月から採用の教員である。

会計コース及び会計ゼミの希望

学生は多いが、教員が転出した

ことから開講ゼミ数が減少し、

そのためコース及びゼミ希望学

生数が減少した。しかし、平成

21 年度までの採用人事によって

教員数は４名と回復し、平成 22

年度以降は再び希望学生数の増

加が予想されている。 

整理番号 ６８-０４-０３ 

 

現況分析における顕著な変化についての説明書（教育／研究） 

 

 法人名   岡 山 大 学           学部・研究科等名   経 済 学 部                 

 

１．分析項目名又は質の向上度の事例名 

分析項目：Ⅱ 教育内容 

 

２．上記１における顕著な変化の状況及びその理由 

○顕著な変化のあった観点名：学生や社会からの要請への対応 

 

 平成 20 年度に，経営・会計コースを組織経営コースと会計プロフェッション・コースに再編した。

また，経済学部のカリキュラムには欠けていた中小企業論について，平成 21 年度より岡山中小企業家

同友会の協力を得て特殊講義「現代中小企業論」を開講している。（資料１） 

 経営･会計コースの組織経営コースと会計プロフェッション・コースへの再編は公認会計士･税理士や

日商簿記１級を受験する学生の要請に応えるとともに，地域社会に対して会計の専門家を供給するとい

う社会の要請に応えるための改組であった。（資料２） 

 「現代中小企業論」は，「経済学部の専門科目に中小企業論が存在しないが，是非中小企業の現状を

理解してもらいたい」という岡山中小企業家同友会の要請に応えて講義を依頼した。 

資料１：平成 20 年度の組織経営コースと会計プロフェッション・コースの教育課程の整備 

   組織経営コースの専門科目       会計プロフェッション･コースの専門科目群 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

    

 

 

（出典：経済学部学生便覧及び学部紹介冊子） 

 

資料２：会計コース登録学生数と会計関係ゼミ希望学生数（各年 12 月の募集時） 

 

 

 

 

  
 

 

（出典：経済学部資料） 

会計プロフェ
ション･コース
では会計シス
テム I・II、制
度会計論 I・II、
及び原価計算
論 I・II の６科
目 12 単位を必
修化し、また上
級簿記論 I・II
は日商簿記１
級検定試験用
の講義を行っ
ている。 
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整理番号 ６８-０４-０４ 

 

現況分析における顕著な変化についての説明書（教育／研究） 

 

 法人名   岡 山 大 学           学部・研究科等名   経 済 学 部                 

 

１．分析項目名又は質の向上度の事例名 

分析項目：Ⅲ 教育方法 

 

２．上記１における顕著な変化の状況及びその理由 

○顕著な変化のあった観点名：授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

 

 平成 20 年度より，１年次のガイダンスゼミ「修学の方法 I」において集合教育と共に，担任教員によ

る個人指導を制度として導入した。また，平成 20 年度入学学生から卒業研究を必修化した。 

 

 （１）「修学の方法Ⅰ」は，１年次生が学習意欲を失わないように，個人指導を行って学習への動機

付けを行うこと，新入生が学習の方法とツールを身につけ，各種ガイダンスと個人指導を通じて将来の

進路を見据えた学習計画をたてるようにすることを目的にしている。集合教育とは別に行われる個人指

導は，学生を 7〜8 人のクラスに編成し，クラス担当教員が実施する。個人指導の標準的な実施例は以

下のとおりである。 

 第１回目はクラス全員を集めて自己紹介，履修相談，大学生活についてのアドバイス，及び学生間の

交流を行う。メーリングリストを作成し，メーリングリストを使って学生間交流と指導を図る教員もい

る。第２回目は１名 20 分〜30 分で個人ごとの面談を行い，学生の将来設計や悩みの相談を受ける。２

回目終了後には，授業回数には入っていないが，2･3 年生ゼミ見学やゼミへの参加，昼食会などを行い

学生の大学生活への導入を図ることなどが行われている。さらに，欠席の多い学生や成績不振学生に対

してはクラス担当教員が担当学生を，１年間を通して指導する体制になっている。（資料１） 

 なお，個人指導の効果を考慮して，平成 22 年度より個人指導の回数を３回に増やす決定を行った。 

 （２）卒業研究は，学部演習が 2〜3 年に設定されていることから，４年生になると教員との接触が

無くなり，教員が学生の動向を十分把握できないという従来の問題を解決すると共に，２年次生から４

年次までの少人数教育の充実を図り，学生の研究能力を涵養することを目的として措置した。（資料２） 

 平成 21 年段階では必修化の成果を検証する段階にはないが，卒業研究において学生は研究報告を提

出し，発表することによって評価を受けることになっていることから，２年次演習から卒業研究を意識

した学習指導が行われるようになり，また学生も研究テーマを考えた学習を行うようになっている。 

資料１：平成 21 年度「修学の方法 I」シラバス   資料２：卒業研究の必修化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：シラバス及び経済学部資料）    （出典：経済学部学生便覧） 

経済学部開講の専門科目 卒業要件単位数

専門基礎科目 12単位以上選択必修

2年次演習 4単位必修

所属コースの専門科目 40単位選択必修

自由選択科目 30単位以上

経済学部開講の専門科目 卒業要件単位数

専門基礎科目 12単位以上選択必修

2年次演習 4単位必修

卒業研究 4単位必修

所属コースの専門科目 40単位選択必修

自由選択科目 26単位以上

平成19年度専門科目卒業要件単位数

平成20年度専門科目卒業要件単位数

 


